序章
中国経済は近年非常に発展している。国内エネルギー生産量は年々確実に増加し続け、GDP成長率も毎年１０％前後の伸び率を示している。その発展のさなか、中国では大気汚染が深刻な問題となっている。大気汚染による呼吸器疾患で年間１１万人早死にしたと言われ、多くの喘息被害も発生している。その大きな被害の原因となっているのが、石炭の大量使用である。中国では石油に比べて安価なエネルギー源である石炭が２００３年度において国内エネルギー需要の約６７％を占めている。急速な経済発展を支えるため、先進国に追いつけ追い越せと、環境負荷を無視して石炭が大量に使用されているのである。その結果、多くの二酸化硫黄などの大気汚染物質が大気中に放出され、それらは酸性雨を始めとするさまざまな公害問題を引き起こしている。さらにこの中国における大気汚染は必ずしも中国国内のみの問題ではなく、近隣諸国にも国境を越えて影響を及ぼしている。現段階において日本国内に関しては死者こそ出ていないものの、このまま何も対策を講じなければ近い将来汚染被害が拡大する可能性もある。そのため、今後の対策について早急に考える必要がある。もちろん中国の石炭使用を抑制できれば汚染は確実に縮小していくであろうが、それは経済発展の妨げになりうる。経済発展を図る中国と、越境汚染被害を受ける日本。この論文では、両者が納得するような、経済成長と汚染削減の両立をどう達成するかを考察していく。
論文の構成としては、まず第一章で日本の越境汚染による被害の現状について述べる。そして越境汚染の仕組みについて説明し、中国の大気汚染の現状、他の地域での越境汚染への対策について述べ、そして中国のこれからの経済発展による大気汚染の増加を想定し、越境汚染を防ぐために最適な方法について、モデルを使って考えていきたい。
